第８回カニクン分科会　記録
＜日時＞　2013年1月21日　09:00〜15:00 

2013年1月22日　09:00～16:15

＜場所＞　ＪＩＣＡラオス事務所４F

＜内容＞　※別紙「第８回教育分科会」参照

第１日目

１；俳句を一句

矢島　活動が　軌道に乗ったら　もう帰国

野木　サバーイに　ゆららしてれば　ぼーぺんにゃん

工藤　日本でも　忘れたくない　ぼーぺんにゃん

籾山　キッドホートウーアイ　帰ってないのに　言われます

松井　自分から　動いて何ぼ　協力隊

小川　ゆっくりな　ペースがすでに　ラオス人

朝日　笑顔咲く　国は違えど　子は同じ

西川　ラオラオを　私が来たら　隠される

高橋（り）　発見と　驚きばかり　疲れたよ

荻野　ボーペンニャン　日本語言うと　問題ないさ

早瀬　ビアサワン　サワンの人にも　人気なし　

新井　①ワットプー　間違えられるよ　アッタプー　②カオニャオを　恋しくなるよ　手づかみが

２；活動紹介

①２３－２　早瀬

サワンナケート県TTCでの活動について

（活動）

小学校課程専修コースを中心に見ていくことに。

（課題）

・学生の基礎学力不足（九九の応用ができない）

・言語の問題（少数民族の学生）

・イベントがとても多い

（対策）

・九九の活用力強化のために１００ます計算　平均点が８０点くらいまで上がってきた。

・授業時間外に学習するきっかけのために、単元ごとの小テストを実施。

・カンニング防止対策として・・・途中式がないと正解としない、宿題に類題を出す、複数パターンのテスト（４種類のテストを用意すると、周りを見ても同じテストの人がいない。）

・範囲を具体化したりするなど、ゴールへの道筋をはっきり示すことが重要である。

質疑応答

Q.　テストをどれぐらいの頻度で実施しているか。

A.　単元が終わるごと２週間に１度程度。

Q.　掛け算割り算の筆算の指導はどのようにしているか。

A.　①筆算を書いただけの用紙ではなくて、筆算の回答の部分に升目を用意して簡単に解けるように。②図を使ったものや穴埋め式の問題を作成。

③試験前に解法の説明を行い、実際の試験は難易度をより低く設定した。

Q.　１００ますを使えば解決ではない。どのようなことを思い、気をつけながら指導しているか。

A. 　生徒は、九九を段毎に唱えることはできるが、下がり九九、ばらばら九九になると唱えられない。九九を覚えて活用できるようにと思いながら実施。

（解説）ある日5年生の教室で、答え合わせをしたとき先生が「例えば５×１＝５からかける数を順番に探していけば、簡単にできる。」と教えてしまった。それでは九九を覚えていくことにつながらない。その解決には、時間を競うというのがよいのだろうか。今は九九を順番に言う試験、逆さ、ばらばら、ランダムの４段階をやらせている。これをしないと、身につかないかなと考えている

Q.　TTCでの指導で、教育法を中心にやると時間が足りなくなりトレーニングができない。どのように時間を捻出しているか。

A.　授業のあとが空き時間なので、延長という形で実施している。

②２３－２　小川

サワンナケート県小学校での活動について

（１年目の活動）

自分が主体の授業→授業後に反省→職員会議で反省と次の提案、という形で行っていた。

（問題点）

・自身のラオス語力不足

・自分が授業をしていると授業中に先生が出て行ってしまう。

・日本の授業をそのまますると、教科書から出題される１，５月のテスト時に児童が困る。

・先生との価値観の違い（先生は教科書通りに教えたい）。

・だんだんと反省会へのやる気の低下が見られていった。

・現場教師は小テストについて非意欲的。

（反省）

・現状の理解不足→紙の上の要請ではなく現場から意見を聞こう！

・あいまいな目標設定→具体的な目標設定！

質疑応答

Q.　授業前にやっている計算練習方法はどんなものか。

A.　１時間目に簡単に練習し、つまずきを解説する。次の時限に小テストを実施する。３けたの繰り上がりの足し算を１０問くらい出している。

Q.　反復演習について。「慣れてくれば点数上がるのは当たり前」という認識がある。反復練習以外の伸ばし方や、問題設定についてどのように考えているか。

A.　今は反復練習の有効さを先生に伝えることだけを目標にしている。

Q.　ラオスの教科書は難易度順ではない。その出題順を変えると、子どもがどこでつまずいたか分かるのではないだろうか。

A.　１０問という問題ではその設定は難しい。今は「クラス全体で伸びていく」ということを目標にしている。その１０問は同じようなレベルで出題。難しくなる時はそう予告してから。点数の伸びがやる気につながることをねらいにしている。

③２３－２　高橋（り）

ビエンチャン県バンクンの小学校での活動について

（１年目の活動）

・放課後補習

・日本語教室　

・図画工作指導　等

（１年後の変化）

・指導案・教材を作成する教員が増えた。

・ボランティアの作った教材をラオス人教員が活用するようになった。

・学習内容について積極的に質問する教員が増えた。

（２年目の活動）

・週に４時間の算数指導

・授業補助

・教材・指導案の作成

・算数ゲームの指導

・図画工作指導　等

（算数指導で心がけていること）

・教材・発問の工夫

（支えられているもの）

・子どもたちの笑顔や言葉

・日本の高校からの募金活動や文房具支援

・出身大学の文化祭や講義での活動紹介

・同大学の生徒とのメールのやりとり

（今後の予定）

ワークショップの告知

質疑応答

Q　.教材は自分で作るのか。

A.　教科書にそって、日本の教科書を参考に作っている。

Q.　教材作成にかかわるラオス人教員との連携をどのようにとっているか。

A.　ラオス人教員と共同作業をしている。

Q.　ラオス人教員の日本教材への抵抗はないか。

A.　若手教員が多く、新しいことに対して意欲的である。

④２４－１　西川

ビエンチャン県バンクンでの共同活動について

（１）小学校３校の巡回指導（図画工作・算数ゲーム）

（２）計算ドリルの作成（別紙資料A‐1）

（３）学力テストの実施（別紙資料A-2からA-6）

（成果）

・繰り上がりや繰り下がりのない計算は、学年が上がるごとに定着していっている。

・ダンボール敷居を用いたことによって、カンニング禁止の意識が教員に見られるように。

（課題）

・繰り上がりや繰り下がりのある計算になると、正答率が落ちる。

・引き算と足し算の違いが理解できていない傾向がある。

・０のある掛け算が苦手、掛け算が未定着、掛け算の筆算のやり方が分かっていない傾向がある。

・割り算は理解している児童と全く分からない児童の二極化が見られる。

（対策）

・１００ます計算、計算ドリルの活用。

・３月に学力テストを再度実施予定。

（４）ワークショップの開催

１２月に活動先の小学校で行った。内容はラオス人教員とボランティアのそれぞれの研究授業。

アンケートの結果からは、各学校のラオス人教員たちがより良い指導法について考える機会になったことが伺えた。結果を郡教育局に報告する予定。

質疑応答

Q.　ドリルを使用する際、概念（数のまとまり等）の指導はどのようにするのか。

A.　ページの1番左側の部分は、指導する教員を対象にした説明である。そこを参考にして指導できるようにしている。

Q.　テスト結果から得た情報を教員にどのように伝えたか。

A.　①特に支援が必要な児童の名前を挙げた。

②正答率の低い問題の傾向を伝えた。

③１、２年生が計算領域の基礎学力を育てるためにとても重要な学年であることも強調して伝えた。

⑤２３－１　新井

HPについて

０円で、というスタンスで！

前文ラオス語というHPは今の条件では作れないのでラオス語は画像として掲載している。

電波状況の悪い地域でも見られるように、極力容量が小さくなるように気をつけている。

JOCVからのPDFも極力軽くしてほしい。

本来はラオス人もHPの編集ができるようにしたかったが、プログラミングの必要があり難しい状況である。今回のHPは集まった指導案等をのせることとした。

質疑応答

Q.　TTCも入れてくれますか。

A.　Teaching Materialのコーナーに入れていく予定です。

SVのワークショップについて

フアサイ県以外の北部県全てで巡回型WSを開催。（ルアンナムター、ポンサリー、ボケオ）

郡教育局に場所を提供してもらい、WS開催。

○日本人による模擬授業

・小数の線分図への表し方等

線分図だけをかいて、「 1, 23  ;  1, 3  ;  1, 32  ;  1, 2  ;  1, 30 」を線分上に表そうという課題を出した。

小数点以下の読み方「ぬんちゅっとそんさーむ」と読むと混乱がない。

・ストローを使った立体模型作り

ラオス人の先生方は手先が器用で、ストローと言う身近で安価な材料が好評だった。

・分数の割り算の際、なぜ分母と分子をひっくり返して計算するかの説明。

・分配法則をかごに入ったバナナとりんごで説明。

○授業基礎学力の重要性と初等教育の意義についての講義

先生方への学力チェック

1 １０－３×４

ほとんどの人が間違い。左から計算してしまう。

先に掛け算をしても、１０－１２というところで戸惑い、１２－１０をしてしまう。

他校種の学習内容を把握できていない現状が見えた。

2 ９９９×１２３

筆算でしようとする。

簡単な方法Ⅰ　１２３×９９９と計算の順序を変えるだけで、計算の回数が減る。

簡単な方法Ⅱ　（１０００－１）×１２３として計算する。

3 ６２，５÷２５

小数点を答えのどこから打っていいのか悩む。

日本の割り算を紹介。

ラオスでは小数点に「，」を使っているが、多くの国では「．」を使っていることを伝える。

4 （１２×４）＋（１３×４）

（１２＋１３）×４にすると、簡単に計算できる。

以上より、これらの例題を使って基礎学力ってとても大切ということを伝えた。

人間を作るのは教育。教育という仕事に自信を持って子どもたちに接してほしい。

○各グループで指導案作成。発表。実際に授業する。

（所感）

・私立と公立の連携を図っていくことはこれからのラオスの教育にとても有効なのでは。

・JICAの取り組みによって日本の教育を２年間学び、日本の研究授業のやり方紹介を行っているルアンパバーンTTCのラオス人教員の存在は大きい。ラオス人から紹介されると抵抗なく日本のやり方も受け入れることができるのではないか。

・ボケオのWSの際、私立学校の教員が日当移動費なしで５人参加してくれた。

・私立の学校の児童生徒は教科書、算数セットを全員が持っていた。

・TTCが主催で巡回するワークショップは理想的な形である。なぜなら、①ラオス人が主催という形をとれる、②TTCの教授や外国人の知識を積極的に取り入れることができる、③知識を共有することができる、④自分たちで授業を改善できる、という利点があるからである。

質疑応答

Q.　すばらしいワークショップだが、お金を出してくれる人がいないと難しいのではないか。

A.　今回話したWSに関してはJICAの支援で行ったが、その後、ルアンパバーンで２回のWSを支援なしに開催したので、可能である。ただし近郊に限るのかもしれない。

３；ワークショップ[グループ活動]

４グループに分かれて問題点とその解決策についての話し合いに基づいた指導案作り

第２日目
１；ワークショップ[グループ活動]

　　 　前日の続き

２；ワークショップ[発表]　※以下、添付資料参照

1 低学年グループ　対象２年生　「掛け算」

Q.　下がり九九をやろうとした場合、上がり九九を唱えて答えを見つける児童への対策はどのように行っているか。
A.　少し答えを見せることによって下がり九九を唱えさせていったら覚えていくのではないか。

Q.　以前、自分も同じ実践を行ったことがあるが、ルールの説明が難しいと感じた。どのように児童に伝えるとうまくスタートできるか教えて欲しい。

A.　実際の具体例を教員とボランティアで行って見せるとよいのではないか。もしくは、理解できている児童とやり方を見せるという手もある。

2 中学年グループ　対象５年生　体積に関する知識とその単位

Q.　ボリマートくんをこのような形にしたのはなぜか。（立方体の中が空洞な理由）

A.　透明にしたのは図に合わせて大きさを変えることができる。また、ブロック図、見取り図、中学での投影図の学習の際にも利用するねらい。

Q.　体積を求めるために使うなら、１段目を立体にしてそこに入れるというようにしないと少し理解が難しいのではないか。

A.　バンタッドくんがたくさんあると分かりやすい。

底面積×高さになるので、その底面を立体で埋めるとよい。

高さはバンタッドくんで確かめることができる。

＜教具を使った指導の利点＞
実際の大きさを子どもたちがつかむことができる。

円柱や円の学習時にも高さや直径が測定できる。

3 中学校グループ　対象１年生　縮尺

Q.　小学５年生で拡大と縮小の単元があるが、「２分の１」という考え方が理解できていないと感じた。どのように指導するとよいか。

A.　今回はあえて「２分の１」という表現を使わずに「半分」という言葉を使った。

Q.　「半分」という言葉は数学的に合っているのか。

A.　ラオス語としては合っているが、授業を行う際には「それぞれの長さを半分にする」と指示を出すことにしたい。　

Q.　面積でとらえると、半分の図は元の図の「４分の１」のように見える。縮尺というものは長さでとらえるということを伝えるのが必要。また、縮図と縮尺はちがう。長さに絞ったほうがよいのではないか。

A.　地図などの実物をあつかう際に升目を使って説明したかった。確かに、長さというものに限定して指導する必要がある。

4 高学年グループ　対象５年生　割り算の筆算

Q.　シートの枠を越えてしまうときの指導はどのように行うのか。

A.　割る数をもっと左側に寄せて書くよう指導すればよい。また、小数点より左側に何桁あるかを見て、小数点の位置を決めるよう指導している。

Q.　「５の中に２がいくつあるか」という最初の計算につまずきを感じるが、どのように指導するとよいか。

A.　右側に九九を書かせてその中から答えを見つける、もしくは九九を唱えさせて気づかせる。商の部分を枠にあてはめないあらわし方もあるが、初めて割り算の筆算をあつかう小２の導入段階では升目があるほうが効果的だと考える。

３；担当の引継ぎ

[現在の担当から]

代表　現地業務費の申請は代表が書いた方がよい。

記録　ビデオは行う内容によって合ったほうがよい。

会計　出張旅費請求書の記入間違いが多かった。最新の形式を事務所から再度もらうことで解決。
使用目的「カニクン辞書製本のため（例）」書くことが必要。

辞書　赴任してすぐ使えるようにというコンセプトを持って作っていた。教育用語以外の用語は次回の辞書委員に一任。毎回作るのかというのも考えていかなければならないが、新隊員のために新たに刷ることは必要。

[担当交代]

	役割
	旧担当者
	新担当者
	活動内容

	代表(1)
	矢島
	朝日
	カニクンの活動全体を掌握し，分科会などの企画，運営にあたる。事務所との連絡調整を行う。現地業務費申請書を作成する。

	副代表(２)
	野木

荻野（ま）
	西川

高橋（り）
	代表とともにカニクンの活動を進める。

会員への連絡。

	記録

（2→１）
	西川

朝日
	野木
	分科会・企画での記録

HPに記録をアップする

	会計(１)
	高橋（り）
	荻野
	カニクンに関わる費用の管理を行う。（旅費請求書の取りまとめ、経費概算を含む）

	在籍管理(1)
	早瀬
	早瀬
	メーリングリストの管理（登録・削除）を行う。

新隊員への連絡、研究会の説明を行う。

	ホームページ(2→１)
	早瀬

小川
	
	隊員の活動や教材などの情報共有を目的としたホームページの管理を行う。

	ラオス語辞書

（４→２）
	岩田

松井

小川

西川
	小川

矢島
	教育および算数・数学に関するラオス語の辞書・資料の作成を推進する。

	（名誉会長）
	坊
	
	JOCVへの冷静なアドバイスを行う


４；年間計画

	１月
	・２１、２２日　第８回　教育分科会

・２５日　ラオス教育省との意見交換会

	２月
	・２月１２、１３日　セコンWS

・２月２８日　バンクンWS

・２月中TTC向けの冊子を作成中。教材が中心。１部ドミトリーに。ラオス語のみ。

・２～３月中ドリル発行予定、１年生から５年生と中学校復習用。

教材・指導案冊子、１月２５日完成。７０部。記事投稿された方は４部ずつ、各隊員は２部、教育省に５部、ドミ用（後輩隊員のため）１０部、事務所に５部配布予定。

	３月
	・３月１日　バンクンWS

・２３－１　現職教諭帰国（岩田・新井・籾山・三原・工藤・高橋（ゆ））

	４月
	

	５月
	

	６月
	・小中学校３ヶ月雨季休み

・２３－１帰国（松井）

・隊員総会（第９回　教育分科会《予定》）


５；諸連絡

カニクンUSB２つを新たに購入予定。１つはカニクンデータ用。１つは代表引継ぎ。

ラオス教科書、ラオス指導書、日本教科書赤本データあり。必要な方はカニクンデータUSBから。







